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5

6

2

1

５） ボルトを締め付けます。[ 写真３の① ]

　　規定トルクは 10Nm です。

車軸の高さを調整した後は、 キャスター角度とブレーキのセッティ

ングを確認し、 必要に応じて再調整してください。

●

アドバイス

9

６．２．３　車軸の左右位置（幅）調整

0°用、および 3°用のキャンバーアダプター [ 写真 9 の① ] は、スラ

イドで左右位置の調整ができます。6°用および 9°用のキャンバーア

ダプター [ 写真 9 の② ] はアダプター部のボルト部を回すことにより

調整ができます。

６．２．３．１　0°用、および 3°用のキャンバーアダプター

１） リヤホイールを取り外します。

２） 車いす本体を上下にひっくり返して置きます。

　　（フレームの傷や、ブレーキ等の突起物にご注意ください。）

３） アダプタークランプのボルトを緩めます。[ 写真 5 の① ]

４） リヤホイールのクイックリリースをキャンバーアダプターに差込

　　んで引っ張ると、キャンバーアダプターを取り外すことができます。

　　[ 写真６の① ]

５） キャンバーアダプターを希望の位置に調整します。

　　[ 写真６の② ]

　→キャンバーアダプターを外側に出しすぎないでください。

　　アダプタークランプ全体が、キャンバーアダプターにかかるよ

　　うにしてください。

　→調整後は左右の位置が等しくなるように計測して確認してくだ

　　さい。[ 写真７]

６） ボルトを締め、キャンバーアダプターを軽く固定します。

７） 反対側のキャンバーアダプターも同様に調整します。左右のキャ

　　ンバーアダプターの位置が同じになっていることを確認します。

８） リヤホイールを取り付けます。

９） 車軸シャフトの角度を調整します（別項参照）

１０） アダプタークランプのボルトを締め付けます。[ 写真 5 の① ]

　　　規定トルクは 10Nm です。

7

この調整は、 片側ずつ行ってください。

左右の車軸ブラケットが、 同じセッティングになるように調整してく

ださい。

⇒

⇒
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8

６．２．３．２　6°用、および 9°用のキャンバーアダプター

１） リヤホイールを取り外します。

２） 車いす本体を上下にひっくり返して置きます。

　　（フレームの傷や、ブレーキ等の突起物にご注意ください。）

３） キャンバーアダプター用の固定ナットを緩めます。

　　[ 写真８の② ]

４） キャンバーアダプターを希望の位置に調整します。

　　[ 写真８の① ]

　　必要に応じてリヤホイールを装着し、リヤホイールの回転に

　　問題がないか確認してください。

５） キャンバーアダプターのナットを軽く固定します。

６） 反対側のキャンバーアダプターも同様に調整します。

７） リヤホイールを取り付けます。

８） 車軸シャフトの角度を調整します。（別項参照）

９） キャンバーアダプターのナットを締めます。

　　規定トルクは 50Nm です。

６．２．４　キャンバー角度の変更

リヤホイールのキャンバー角度は、キャンバーアダプターを交換す

ることにより変更できます。

６．２．４．１　キャンバーアダプターの変更

ベンタスには、0°／ 3°[ 写真９の① ]、6°／ 9°[ 写真 9 の② ] の 4 種

類のキャンバーアダプターがあります。

１） リヤホイールを取り外します。

２） 車いす本体を上下にひっくり返して置きます。

　　（フレームの傷や、ブレーキ等の突起物にご注意ください。）

３） アダプタークランプのボルトを緩めます。[ 写真１１の① ]

　　→キャンバーアダプターを外側に出しすぎないでください。

　　　アダプタークランプ全体が、キャンバーアダプターにかかる

　　　ようにしてください。

　　→調整後は左右の位置が等しくなるように計測して確認してく

　　　ださい。[ 写真７]

9

11

7
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４） キャンバーアダプターを取り外します。

　→ 0°用／ 3°用のキャンバーアダプターの場合

　　リヤホイールのクイックリリースをキャンバーアダプターに差

　　込んで引っ張ると、キャンバーアダプターを取り外すことができ

　　ます。  [ 写真１０の①、② ]

   → 6°用／ 9°用のキャンバーアダプターの場合

      キャンバーアダプターは手で取り外すことができます。

　　[ 写真１２の② ]

５） 新しいキャンバーアダプターをセットします。

　→ 0°用／ 3°用のキャンバーアダプターの場合

　　アダプタークランプ全体が、キャンバーアダプターにかかるよ

　　うにしてください。

　　調整後は左右の位置が等しくなるように計測して確認してくだ

　　さい。[ 写真７]

   → 6°用／ 9°用のキャンバーアダプターの場合

     キャンバーアダプターが、アダプタークランプに当たって止まる

　　まで押し込んでください。

６） アダプタークランプのボルトを軽く締めます。

７） 反対側も同じように交換します。左右のキャンバーアダプター

　　の位置が同じになっていることを確認します。

８） リヤホイールを取り付けます。

９） 車軸シャフトの角度を調整します（６．２．５参照）。

１０） アダプタークランプのナットを締めます。[ 写真１１の① ]

　　規定トルクは 10Nm です。

10

12

7

11

６．２．５　車軸シャフトの角度調整

この調整は、 下記の調整を行った後に必ず行ってください。

⇒車軸の左右位置（幅）の調整）

⇒キャンバーアダプターの交換

●

アドバイス

車軸シャフトの角度は、 下記の調整を行った後に必ず確認し、 必

要であれば調整を行ってください。

⇒車軸の前後位置調整

⇒車軸の高さ調整

●

アドバイス

車軸シャフトの角度調整を行うときは、 車軸の左右位置 （幅） が

左右対称になっていることを確認してください。キャンバーアダプター

の外側とアダプタークランプの外側の距離を、 左右それぞれ計測

することで対称性を確認できます。

●

アドバイス



　20 　　Otto Bock Japan K.K. 　|

車軸シャフトの角度調整を行った際は、 必ずキャスター角度の確

認も行ってください。

●

アドバイス

アダプタークランプのボルトを、車軸シャフトとキャンバーアダプ

ターが動かせる程度に軽く緩めてください。

１） 車いす本体を平らで固い面においてください。

２） クイックリリースのボタンを押して、リヤホイールを少し外側

にずらします（取り外さないでください）。

３） キャンバーアダプターの上に、水準器をセットします。

　　[ 写真１３]

４） 水準器の気泡が中央に来るように、キャンバーアダプターを

     ゆっくり回転させます。

５） アダプタークランプのボルトを締め付けます。[ 写真５の① ]

　  規定トルクは 10Nm です。

5

13

６．２．６　車軸延長プレート使用時の調整

ベンタスは、オプションで車軸延長プレートを取り付けることがで

きます。車軸延長プレートは、ハンドバイクの使用時や、後方への

安定性（転倒防止）に対して効果があります。

ベンタス本体注文時に車軸延長プレートを選択した場合は、組みつ

けられた状態で納品されます。車軸延長プレートを使用した場合も、

各部調整方法は通常の車軸のときと同じです。

車軸の前後調整　→　６．２．１　を参照

車軸の高さ調整　→　６．２．２　を参照

　→車軸延長プレートの場合は、車軸プレート上で片側 4 本の

　　ボルトを緩める必要があります。[ 写真１７の① ]

車軸の左右位置（幅）の調整　→６．２．３　を参照

　→キャンバー角が 0°／ 3°の場合は、車軸延長プレート上の

　　アダプタークランプのボルトを緩めてください。[ 写真１７の② ]

キャンバー角度の調整（変更）　→６．２．４．１　を参照

　→キャンバーアダプターを交換する際は、車軸延長プレート上の

　　アダプタークランプのボルトを緩めてください。[ 写真１７の② ]

17

車軸延長プレートで、 2 本車軸を使用する場合は、 前後 2本の車

軸のキャンバーの組み合わせは、 下記のみとなります。

⇒ 0°／ 3°の組み合わせ

⇒ 6°／ 9°の組み合わせ（前側を 9°にした場合、後側は 0°

　になります）

●

NOTE
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ブレーキの調整　→６．４　を参照

　→車軸延長プレートを使用の際、車軸を極端に後方にセットする

　　場合は、アップグレードタイプのブレーキが必要となる場合が

　　あります。また、ブレーキ用クランプを、サイドパネルホルダー

　　より後方にセットする場合があります。[ 写真１６の② ]

サイドパネルの操作方法

車軸延長プレートが組みつけられたベンタスに利用者が移乗する時、

サイドパネルは下記のように動かすことができます。

　→標準サイドパネルは、後方に跳ね上げることができます。

　　[ 写真１８]

　→クローシングプロテクターは、いったん後ろに下げてから、

　　[ 写真１９]

　　ホイールにあたるまで下げることができます。

　　[ 写真２０]

転落 ・転倒のリスクがあります。

車軸延長プレートで 2 本車軸を使用の場合、 後方の車軸にリヤホ

イールをセットした場合は、 ブレーキを使用することができません。

（例 ： ハンドバイクアダプターをセットする前）

●

　

６．３　キャスターの調整

６．３．１　キャスター角度の調整（標準フォークの場合）

リヤホイールの各位置を調整した後は、キャスター角度を調整する

必要があります。

車いすの操作性を最適な状態に保つために、キャスターの回旋軸は、

地面に対して垂直である必要があります。この回線軸の角度は、無

段階で調整することができます。

１） フレーム内側のプラスチックカバーを外します。[ 写真２１]

２） フレーム内側の後方ボルト [ 写真２２の② ] を軽く緩めます。

　  必要に応じて、前方のボルト [ 写真２２の① ] も緩めます。

16

18

19

20

21

22
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３） 保護カバーを外します。[ 写真２３の① ]

４） 調整ディスクのボルト [ 写真２３の② ] を少し緩めます。

５） キャスター軸受上に水準器を置きます。[ 写真２３の③ ]

６） 大き目のマイナスドライバーを使って調整ディスクを回転させ、

     キャスター軸受の角度を調整します。[ 写真２４]

     水準器の気泡が真ん中になるようにセットしてください。

７） 調整ディスクのボルトを締め付けます。[ 写真２３の② ]

     規定トルクは 10Nm です。

８） フレーム内側のボルトを締め付けます。[ 写真２２の①、② ]

     規定トルクは 23Nm です。

９） プラスチックカバー[写真２１]、および保護カバー[写真２３の①]

　　を取り付けます。

１０） 上記作業を、左右のキャスターにて行います。　

24

23

22

６．３．２　キャスター角度の調整	

　　　　　（デザインフォーク／フロッグレッグスの場合）

１） フレーム内側のプラスチックカバーを外します。

２） フレーム内側の後方ボルトを軽く緩めます。

３） 保護カバーを外し、キャスター回旋軸上の樹脂キャップ 

　　[ 写真２５の① ] も外します。

４） 調整ディスクのボルト [ 写真２５の② ] を少し緩めます。

５） キャスター軸受上に水準器を置きます。[ 写真２６の① ]

６） 大き目のマイナスドライバーを使って調整ディスクを回転させ、

　  キャスター軸受の角度を調整します。[ 写真２６の② ]

     水準器の気泡が真ん中になるようにセットしてください。

基本的には、標準フォークの場合と同様です。 また、デザインフォー

クとフロッグレッグスフォークの調整方法は同じです。

●

アドバイス

25

26

21
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７） 調整ディスクのボルトを締め付けます。[ 写真２５の② ]

      規定トルクは 8Nm です。

８） フレーム内側のボルトを締め付けます。規定トルクは23Nmです。

９） 取り外したプラスチックカバー、保護カバーを取り付けます。

１０） 上記作業を左右のキャスターにて行います。

６．３．３　キャスター高さの調整

１） キャスターの左右にあるボルトを緩めて取り外します。

　　[ 写真２７の① ]

２） シャフトとスペーサー（２個）を取り外します。

３） キャスターホイールを取り外します。

４） フォークの希望の位置（穴）[ 写真２７の② ] に、シャフトと

　　片側のスペーサーをセットします。

５） キャスターホイールを取り付けます。

６） 反対側のスペーサーをセットします。

７） シャフトをボルトで固定します。規定トルクは 8Nm です。

　　→左右のキャスターホイールは、キャスターフォークの同じ高

　　　さの穴にセットしてください。

　　→前座高の調整を行った後は、車軸シャフトの角度とキャスター

　　　軸の角度を確認してください。必要に応じて、再調整してく

　　　ださい。

27
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６．４　ブレーキの調整

不適切なブレーキの調整　事故や転落の恐れがあります。

⇒リヤホイールのタイヤの空気圧を適正にし、正しいブレーキのセッ

ティングを行ってください。 タイヤの適正空気圧は、 タイヤ側面に

記載されています。 高圧タイヤの場合、 最低適正空気圧は７気

圧です。

⇒リヤホイールは純正のものを使用してください。 直径方向への振

れは 1mm以下としてください。

●

リヤホイールの調整を行った後は、ブレーキの調整も必要になります。

ベンタスのブレーキには、「標準ブレーキ」「アップグレードブレーキ」

「シザー ブレーキ」の３種類ありますが、基本的な調整方法は同じです。

１） ブレーキを固定しているクランプのボルトを緩めます。

　　[ 写真２８の① ]

２） ブレーキのステイを前後に動かして、[ 写真２８の② ]

　　任意の位置で固定します。[ 写真２８の③ ]

　　ブレーキを解除した状態で、ブレーキのパッドとタイヤとの感

　　覚が 5mm 以内となるようにセットしてください。[ 写真２９]

　　※シザーブレーキ以外。

３） クランプのボルトを締め付けます。規定トルクは 10Nm です。

　　→調整が終了したら、左右のブレーキが同じ強さでかかること

　　　を確認してください。

ブレーキ調整に関する特記事項

必要に応じて、ブレーキのステーを取り外し、前後反対に取り付け

ることも可能です。これにより調整範囲がさらに広がります。

１） ステイのボルトを取り外します。

　　[ 写真３０の①　写真はシザーブレーキの場合 ]

２） ブレーキステイを前後反対に取り付けます。[ 写真３０の② ]

３） ボルトを再度締め付けて固定します。

シザーブレーキに関する特記事項

* ブレーキを取り付ける際には、ブレーキの動きがフレームに干渉さ

　れないようにしてください。[ 写真３２の①、および写真３３の① ]

* ブレーキを開いたときに、フレームにあたらないようにしてください。

* 使用方法に関しては、ご利用者様向けの取扱説明書をご参照ください。

28
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６．５　バックサポートの調整

６．５．１　バックサポートの高さ調整

ベンタスでは、バックサポートの高さは調整できません。

バックサポートの高さを変更したい場合は、バックサポートフレー

ムを交換する必要があります。

６．５．２　バックサポートの角度調整

利用者の希望に応じて、65°～ 105°の間でバックサポート角度を調

整することができます。

調整方法　（20°単位）

１） バックサポート下のケーブルを引いて、バックサポートのロック

　  を解除します。[ 写真３４の① ]

２） 固定用ナットを緩めます。[ 写真３４の③ ]

３） 固定用ボルトを手で回して締めます。[ 写真３４の④ ]

４） ケーブルを引いて、希望の位置で再度ロックします。

５） フレーム上のベルクロファスナーに触れるまで、ボルト [ 写真３４

　　の④ ] をまわします。

６） 固定用ナット [ 写真３４の③ ]  を締め付けます。

     この際ボルトが回転しないようにスパナで抑えておきます。

転倒防止に対する不適切な対応整　

事故や転落の恐れがあります。

⇒車軸を前方に設定したり、 バックサポートを後方に大きく倒す場

合は、 利用者の経験 （車いす操作のスキル） に応じて、 転倒防

止装置を左右両方にセットすることをお勧めします。

●

34



　26 　|　Otto Bock Japan K.K. 

調整方法　（20°単位）

１） 上側の固定用ボルトを外します。[ 写真３５の① ] 

２） 下側のボルトを軽く緩めます。[ 写真３５の② ]

３） 固定用ナットを緩めます。[ 写真３４の③ ]

４） 固定用ボルトを手で回して締めます。[ 写真３４の④ ]

５） 両側のバックサポートプレートの位置を変更します。

　　[ 写真３５の③ ]

６） 固定ボルトを再度締め付けます。[ 写真３５の①、② ]

７） フレーム上のベルクロファスナーに触れるまで、ボルト [ 写真３４

　   の④ ] をまわします。

８） 固定用ナット [ 写真３４の③ ] を締め付けます。

　  この際ボルトが回転しないようにスパナで抑えておきます。

35
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６．５．３　プッシュハンドルの調整

標準プッシュハンドル [ 写真３６]、およびフォールディングプッシュ

ハンドルは、高さ調整ができません。

高さ調整式プッシュハンドル [ 写真３７] のみ、高さを調整すること

が可能です。

１） クランプレバーを緩めます。

２） 希望の高さにプッシュハンドルをセットします。

３） クランプレバーを再度締め付けます。

※左右のプッシュハンドルは同じ高さにセットしてください。

36
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６．６　バックサポートカバー / シートカバーの調整

６．６．１　バックサポートカバーの調整

バックサポートの張りを適切に調整すると、 利用者の快適性が向上

したり、 二次障害や局所的な圧力の集中のリスクを低減することが

できます。 　極端に張りを強めないようにしてください。

利用者の骨盤が、 可能な限り車いすの後方にセットされるようにし

てください。

●

●
アドバイス
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バックサポートは、利用者のニーズに合わせて部分ごとに調整

することができます。

１) バックサポートカバーを取り外します。

２） 希望の位置のストラップを緩め、張りを調節します。

３） 調整が終了したら、バックサポートカバーを再度かぶせ、ベルク 

　  ロファスナーで固定します。

　　→バックサポートの折り目をストラップの一番上に合わせて　

　　　セットします。

　　→バックサポート後方のフラップを、しっかりと下側に引っ張

　　　ります。

　　→バックサポート前方のフラップを、シート上のベルクロに固

　　　定します。

６．６．２　シートカバーの調整

標準シートカバー

標準シートカバーは、初期段階では調整する必要はありません。長

期間の仕様において、カバーにたるみが出た場合は、交換をお勧め

します。

張り調整シートカバー

１） シートクッションを取り外します。

２） シートパッドを取り外します（図４２）。

３） バックサポートの前方フラップを取り外します（図３８の②）

４） 希望の位置のストラップを緩め、張りを調整します（図４３）。

５） バックサポートの前方フラップをシートに取り付けます。

６） シートパッド、およびクッションを取り付けます。

42
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６．７　フットサポートの調整

６．７．１　フットサポートの高さ調整

フットサポートの高さは、利用者の下腿長とクッションの厚みよっ

て決まります。

一枚式フットサポート / パイプ式フットサポートの場合

１) フロントフレーム後側にある４本のイモネジを軽く緩めます。

     [ 図４４の① ]

２） フットパネルの位置を調整します（無段階調整）。フットパネル  

     のパイプが、フレームパイプの中に最低 60mm 以上挿入されてい  

     るようにしてください。

３） イモネジを固定します。規定トルクは 7Nm です。

短下腿長用フットサポートの場合　　

< 高さ調整 >

１) 調整プレートの下側のボルトを緩めます。 [ 図４５の① ]

２） フットプレートをユニットごと取り外します。 [ 図４５の② ]

３） 調整プレートの上側のボルトを緩めます。 [ 図４５の③ ]

４） フットプレートを希望の穴に取り付けます。 [ 図４５の④ ]

５） フットプレートの位置を固定します。 [ 図４５の③ ]

     規定トルクは 7Nm です。

６） フットプレートのユニットを元通り取り付けます。

７） 調整プレート下側のボルトを締め付けます。 [ 図４５の① ]

     規定トルクは 5Nm です。

< 前後位置調整 >

１） 調整プレートの下側のボルトを緩めて取り外します。

     [ 図４５の① ]

２） 調整プレートを希望の位置に回転させます。 [ 図４５の⑤ ]

３） 調整プレートを取り付けます。 [ 図４５の① ]

      規定トルクは 5Nm です。

※前後位置の調整を行った後は、フットプレートの角度調整も必要です。

６．７．２　フットプレートの角度調整

利用者の足関節を適切・快適なポジションでサポートするため、フッ

トプレートの角度を調整します。

一枚式フットプレートの場合

１) フットパネル上面にあるボルト２本を緩めます（図４６の①）。

２） フットプレートを希望の角度に回転させます（図４６の②）。

３） ボルトを再度締めます。規定トルクは 10Nm です。

44
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短下腿長用フットプレートの場合

１) フットパネル上面にあるボルト２本を緩めます（図４５の⑥）。

２） フットプレートを希望の角度に回転させます（図４５の⑦）。

３） ボルトを再度締めます。規定トルクは 10Nm です。

パイプ式フットプレートの場合 [ 図４７]

角度調整はできません。

６．７．３　サイドストッパーの取付・調整

フットプレート両端の穴を利用して、サイドストッパーを取り付け

ることができます。

１) フットプレート上側からボルトを差込み、サイドストッパーを

     フットプレート下側にセットします。 [ 図４８の① ]

２） 固定する前に、サイドストッパーを希望の位置にセットします。   

     [ 図４９]

３） ボルトを締め付けて、サイドストッパーを固定します。

47
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６．８　サイドパネルの調整

６．８．１　アームサポート付サイドパネルの調整

< 高さ調整 >

１) サイドパネル内側のボタンを押します。 [ 図５０の① ]

２) ボタンを押しながら、アームパッドを希望の位置にセットします。   

     [ 図５０の② ]

３） ボタンを離します。アームパッドの位置が固定されたことを

     確認してください。

< アームパッドの前後調整 >

１） アームパッドの取り付けボルトを緩めて取り外します。

    [ 図５１の① ]

２） アームパッドを外し、希望の位置にセットします。 [ 図５１の② ]

３） ボルトを再度締め付けて固定します。

６．８．２　パイプ式アームサポートの調整

１） ブラケット上のボルトを緩めます。 [ 図５３の① ]

２） ブラケット上のボルトを希望の位置にセットします。[図５３の②]

３） ボルトを締めなおします。
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６．９．１　アクセサリーマウントの取付

６．９　転倒防止装置／ティップアシストの取付・調整

57
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転倒防止装置やティップアシストの取り付けには、専用のアクセサ

リーマウントを使用します。

本体ご注文時にこれらのオプションを選択された場合は、工場出荷

時に組みつけられていますが、後から組み付けが必要な場合もあり

ます。

６．９．２　転倒防止装置の取付

本体ご注文時にこれらのオプションを選択された場合は、工場出荷

時に組みつけられていますが、後から組み付けが必要な場合もあり

ます。

６．９．３　転倒防止装置の調整

本体ご注文時にこれらのオプションを選択された場合は、工場出荷

時に組みつけられていますが、後から組み付けが必要な場合もあり

ます。

転倒防止装置の長さ調整

１）転倒防止装置アームのボルトを取り外します。[ 図５７の① ]

２） アームの長さを調整します。

３） 再度ボルトを取り付けます。アーム先端のキャスターがリヤ

　  ホイールの後端よりも後方に突き出しているようにしてください。  

     [ 図５６]

転倒防止装置の角度調整

１）角度調整部のボルトを取り外します。[ 図５８の① ]

２） もう１本のボルトを緩めます。[ 図５８の② ]

３） 転倒防止装置の角度を調整します。

４） ボルトを再度固定します。アーム先端のキャスターと地面との 

     クリアランスは、約 5cm 以内としてください。

転倒防止装置の不適切な調整または欠落　

後方転倒のリスクがあります。

⇒転倒防止装置が適切に取付・調整されていることを確認してください。

⇒車いすの設定や、車軸位置・バックサポート角度による重心位置の変化、および利用者の経験値によっ

ては、転倒防止装置は必需品となります。

⇒車軸を前方に設定したり、バックサポートを後方に大きく倒す場合は、利用者の経験（車いす操作の

スキル）に応じて、転倒防止装置を左右両方にセットすることをお勧めします。

●
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６．１０　シートベルトの取付

６．９．４　ティップアシストの取付・調整

ティップアシストは、アクセサリーマウントの規定の位置に取り付

けることができます。

１）ティップアシストのロックボタンを押してください。

　　[ 図６１の② ]

２） ティップアシストをアクセサリーマウントの下側から差し込みます。 

　　[ 図６１の① ]

３） ボタンがロックされたことを確認してください。

本体の仕様やセッティング状況に応じて、シートベルトはバックサ

ポート角度調整プレート [ 図６３の① ]、または車軸プレートの使用

していない穴 [ 図６３の② ] に取り付けることができます。

１） 同梱のボルトで、シートベルトを上記の取付位置に取り付けます。

２） ボルトを締め付けて固定します。規定トルクは 7Nm です。
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アクセサリーマウントの角度調整

１）アクセサリーマウント内側のボルト３本を取り外します。

      [ 図５９の① ]

２） アクセサリーマウントの角度を調整します。[ 図６０]

     10°単位で３段階の調整が可能です。

３） ボルトを再度締め付けます。規定トルクは 10Nm です。アーム先端

     のキャスターと地面とのクリアランスは、約 5cm 以内としてく

     ださい。

63



　32 　|　Otto Bock Japan K.K. 

７章　納品時の注意点

７．１　最終確認

利用者に車いすをお渡しする前に、最終確認を行ってください。

　□ ご注文いただいたオプションは、全て取り付けられているか？

　□ リヤホイールは正しい位置に取り付けられているか？

　□ タイヤの空気圧は適正か？

      ※適正空気圧は、タイヤの側面に記載されています。高圧タイヤの場合、最低空気圧は7barとしてください。

　□ 車軸ブラケットは、車軸プレート上に適切なトルクで取り付けられているか？

　□ リヤホイールはスムーズに回転するか？

　□ ブレーキは適切に調整されているか？

　□ キャスター角度は適正に（地面に対して垂直に）調整されているか？

　□ 転倒防止装置は適正に取り付けられているか？

７．２　納品時の運搬について

納品時に車いすを運搬する際は、折りたたんだ状態で、メーカーから到着時の箱に梱包してください。

７．３　引渡し

車いすを安全に引き渡すために、下記の手順を実施してください。

・利用者を車いすに乗車させて、適合性を確認してください。特に、医学的見地からの各種設定について 

  注意してください。

・利用者本人と、可能であれば介助者に対して、安全に対する注意事項を説明してください。

  同封の「利用者用取扱説明書」をご使用下さい。

・車いすと一緒に、「利用者用取扱説明書」を納品してください。
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８章　メンテナンス / 修理

少なくとも 12 ヶ月ごとに、メンテナンス（各部の機能性・安全性の確認）を行うことを推奨します。

洗浄 / 消毒、およびメンテナンス / 修理に関する情報に関しては、「利用者用取扱説明書」にも記載してあ

ります。

７章　納品時の注意点

適正空気圧は、タイヤの側面に記載されています。リヤホイールに関しては、最低 3.5 気圧の空気圧を

充填してください。

●

アドバイス
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９章　購入後の取扱いについて

９．１　廃棄

磨り減った、または損傷した部品は交換、撤去してください。車いす（各種パーツを含む）を廃棄する場

合には、廃棄の際は、地域の廃棄基準に従い廃棄してください。

９．２　再利用 / 長期間の使用について

シートカバーの劣化

機能面および衛生面でのリスクがあります。

→車いすを再利用する場合は、必ずシートカバーを交換してください。

●

不適切な利用による危険　シートユニットなど直接肌に触れる部分は、製品の再利用の際に、次に利

用者される方に、機能上あるいは衛生上の危険を引き起こす可能性があります。再利用の際には、必

要に応じてこれらの部品を交換してください。

●

この製品は、再利用（リユース）が可能な製品です。

一般的な中古車や中古製品のように、リユースは製品に対する負荷を高めることになります。　製品の耐

用年数内であっても、利用者への危険性を増大するような設定や仕様の変更は行わないで下さい。

現状の技術面や市場の状況より、適切なメンテナンス・修理を行った場合の本製品の耐用年数は 4 年を目

安としています。

この耐用年数の中に、修理期間や未使用の期間は含まれて居ません。また、適切なメンテナンスや修理を

実施した場合、この耐用年数を超えても安全に使用できる可能性があります。

製品の再利用の前に、まず、必ず洗浄 / 消毒を行ってください。それから、メーカー指定の販売店によって、

製品のコンディションの確認を行い、消耗・損傷部分の確認を行ってください。消耗または損傷を受けた

製品は、新しい利用者が再利用する前に、必ず交換を行ってください。

交換部品に関する詳細な情報は、メーカーにお問合せ下さい。
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１０章　メーカー責任および CE整合性

１０．１　メーカー責任

メーカー保証は、製品が適切な状況で、適切な目的に応じて使用された場合にのみ適応されます。また、

取扱説明書に準じたメンテナンスを行うことを推奨します。

メーカーが認定していない部品や加工により生じた事故・破損に関して、メーカーはその責任を負いません。

修理は、メーカーが認定した販売店でのみ行ってください。

１０．２　CE整合性

本製品は欧州医療機器に関するガイドライン 93/42/EEC の要件を満たし、ガイドラインの付表Ⅸの分類基

準により、医療機器クラスⅠに分類されています。オットーボック社は、ガイドラインの付表Ⅶに則り、

本製品が CE 規格に適合していることを保証いたします。

（注）但し、日本においては、本製品は医療機器の分野には分類されていません。
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掲載内容の無断使用禁止
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サービスについて
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